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１．はじめに 

 筆者らは、森津が開発したミクロ交通シミュレー

タ VISITOK（Visual Simulator for Transportation 

System Originated in Kobe）の都市交通計画への応

用及び改良に取り組んできた。VISITOKは、個々の車

両の挙動を追従理論に基づいてモデル化し、交差点

改良をはじめとする小規模道路網の改良計画の検証

及び評価に用いるために開発された。その後 LRT、駐

車場、踏切、合流等の現象を順次モデル化し、機能

を拡張してきた。そして現在では、それらを組み合

わせより大きな規模のネットワークで適用する事例

も増え、再現性や表現力等の面で一定の評価を得て

いる。 

この様に、当初の想定を超えて VISITOK の適用範

囲が広がりつつある。これは、アニメーション表示

による優れた表現力や既往の開発モデルを再利用し

て新しいモデルを構築できる利便性など VISITOK の

優れた特性が、新たな交通計画ニーズに合致してい

る証であると考える。特に、参加型交通計画への適

用は、交通シミュレータの今後のあり方を考える上

で重要であると筆者らは考える。 

交通モデルでの再現状況をそのまま提示すること

は、モデルの透明性を高めることを意味し、予測過

程に対する不信感を緩和することにつながると考え

られる。この特徴は、人々に対する説明責任を問わ

れる時代の交通計画策定にきわめて有効である。そ

こで、この特徴を最大限に活用し、参加型交通計画

ツールとして適用することを検討することが交通シ

ミュレータ開発における目下の最重要課題と認識し

ている。１） 

本稿では、上記の認識の下で、ミクロ交通シミュ

レーションの参加型交通計画への適用方向と課題に

ついて整理する。 

 

２．参加型交通計画の枠組 

（１）住民参加の概念２） 

太田らは、「住民参加とは何か」ということに関

し今でも影響力をもつ論文として、Paul Davidofの

“Adovocacy and Pluralism in Planning”と Sherry 

R. Arnsteinの“A Ladder of Citizen Participation”

の 2 つの論文を取り上げ、「社会的公正さの実現

（ Davidof）」と「住民の意思決定への関与

（Arnstein）」を住民参加の重要な要素として整理

している。 

住民参加を形式化、形骸化しないためにも、その

概念は形態としてではなく、その目的の社会性と住

民の意思決定への関与という側面から捉えられるべ

きと考える。 

（２）参加型交通計画の概念 

参加型交通計画とは、まちづくりの重要な手段と

して交通計画を捉え、その立案及び実施を住民参加

を通じて実現しようとするものである。 

このように交通計画のプロセスに住民参加が求め

られるようになった背景として次の点があげられる。 

・キャッチアップ時代の画一的な整備から脱却する

ために住民の多様なニーズを把握する必要が生じ

てきた。 

・広域的な社会資本整備が進み、住民の関心が高い

身近な生活基盤整備に重点が移行してきた。 

・所得が向上し社会や政治への参加意識が芽生えて

きた。 



 

 

（３）参加型交通計画の成立要件 

参加型交通計画では、幅広い関係者の意見を計画

に反映し「社会的公正さ」と「住民の意思決定への

関与」を担保することが重要である。言い換えれば、

住民と行政を繋ぐコミュニケーションの手段と住民

の意見を集約し計画に反映する仕組みが、参加型交

通計画を成立させる要件として重要である。 

 

３．ミクロ交通シミュレーションの役割 

（１）住民と行政を繋ぐコミュニケーション手段 

参加型まちづくりでは、地図や模型・パース等を

用いて住民と行政のコミュニケーションを確立し、

問題箇所やデザインについての意見集約を図るのが

一般的である。しかし、参加型交通計画の場合、交

通の動態変化を予測しないと住民の評価素材足り得

ない場合が多い。ミクロ交通シミュレータは、施策

実施による交通流変化をビジュアルに表現するツー

ルとしての優れた特性を有しており、参加型交通計

画における住民と行政を繋ぐコミュニケーション手

段としての役割が期待される。 

（２）住民の意見を集約し計画に反映する仕組み 

参加型交通計画では、住民の身近な領域を扱うケ

ースが多く、住民の着眼点もミクロな現象を対象と

するケースが多い。このため、公正さを担保するた

めに重要とされる施策効果の検証作業にあたっても、

住民が着眼するミクロな交通現象に対する説明力が

求められる。ミクロ交通シミュレータは、車一台一

台の挙動を追従理論に基づきモデル化しており、こ

うしたミクロな交通現象に対する優れた説明力を有

している。このため、住民が問題視する現象や提案

施策の効果を客観的に検証し計画に適切に反映する

仕組みを構成するツールとしての役割が期待される。 

 

４．参加型交通計画への適用に向けての課題 

（１）問題意識分析・施策評価ツールとしての活用 

ミクロ交通シミュレータが、住民の問題意識を反

映し、施策を客観的に評価するツールとして有効活

用されるためには、住民が問題視する交通現象を探

り出し、それらを施策評価に反映させていくことが

重要である。このため、ワークショップ等ミクロ交

通シミュレーションで検証すべき問題や要因をリス

トアップする方法論について検討が必要である。 

（２）地図等情報ストックの有効活用 

ミクロ交通シミュレータは、ミクロな交通現象を

再現・予測し、ビジュアルに表現するツールとして

の優れた特性を有している。しかし、取り扱う現象

が大規模化・複雑化すればするほど、ビジュアルな

表現を担保するために入力データの準備により多く

の労力が必要になる。このため、この労力を軽減す

るために、行政サイドの地図等の情報ストックの有

効活用等の方策についても検討が必要である。 

（３）シミュレーション作成過程への住民参加 

ミクロ交通シミュレータを活用するためには、交

通量調査やセクションデータの作成等の入力データ

整備、シミュレータに組み込む交通現象のモデル化、

再現性の検証及びチューニングなどの作業が必要で

ある。施策評価の透明性を高めるために、あるいは

行政と住民の協働のためにシミュレーション作成過

程への住民参加について検討が必要である。 

 

５．おわりに 

本稿で述べた参加型まちづくりへのミクロ交通シ

ミュレーションの適用に係る事例検討を、参加型ま

ちづくりの先進都市として知られる豊中市で今年度

実施予定である。豊中市を対象にする理由は、本稿

で述べた適用に向けての課題検討にあたって、交通

問題が重要視され道路整備やトランジットモール化

等の構想実現に行政・地元が協働して取り組もうと

する動きがあること、まちづくり条例などの法制度

の整備やまちづくり協議会などの地元の組織化が進

んでおり行政、地元の協力を得やすいこと、地図情

報等の整備に対する先進的な取り組みの実績を有し

それらのストックの活用が可能であることなど、参

加型交通計画を成立させるための条件を備えている

と考えられるためである。今後活発化すると考えら

れる参加型交通計画への取り組みを支援するために

も今回の事例検討の機会を活用していきたい。 
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